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目的】ペプチ ド核酸 (PNA)は核酸のリン酸ジェステル結合をペプチ ド結合に置

き換えた人工核酸である｡いくつかの PNAは二本鎖 DNAに配列特異的に侵入 (ス

トランドインページョン)できるので､この特性を利用した転写制御や遺伝子修

飾-の応用が期待されている｡これまで PNAの DNA結合親和性､配列選択性､細

胞膜透過性の改善を目指して､さまざまな修飾 PNAが合成されている｡今回､我々

はPNA主鎖β位にリジン側鎖を導入したキラルPNAを合成したので報告する｡

【方法 ･結果】L-リジンから誘導される N保護アミノアルコールを出発原料に､

β位にリジン側鎖を持つキラルPNAモノマーをFmoc法による固相合成に適したか

たちで合成した｡主鎖アミノ基はアジド基として保護されたかたちで導入し､こ

のモノマーを含むPNAオリゴマーの合成についても報告する予定である｡
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